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１【提出理由】

　当社が2026年３月25日開催の当社取締役会にて決議した第三者割当の方法による新株式の発行（以下「本第三者

割当増資」といいます。）に関し、2026年５月20日の当社臨時株主総会において本第三者割当増資の実施に必要な全

ての議案が承認可決され、2026年５月21日に本第三者割当増資に係る払込が完了いたしました。

　本第三者割当増資に係る払込の完了に伴い、当社の親会社及び主要株主に異動がありますので、金融商品取引法第

24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第３号及び第４号の規定に基づき、本臨時報

告書を提出いたします。

 

２【報告内容】

１．親会社の異動

（１）当該異動に係る親会社の名称、住所、代表者の氏名、資本金の額及び事業の内容

（新たに親会社となるもの）

名称 株式会社麻生

住所 福岡県飯塚市芳雄町７番18号

代表者の氏名 取締役社長　麻生　巌

資本金の額 3,580百万円

事業の内容 医療関連事業、不動産事業等
 

 
（２）当該異動の前後における当社の親会社の所有に係る当社の議決権の数及び当社の総株主等の議決権に対する

割合

 議決権の数 総株主等の議決権に対する割合

異動前 －個 －％

異動後 54,255個 50.10％
 

（注）１．総株主等の議決権に対する割合は、2025年９月30日現在の当社の総議決権数（49,569個）に、本第三者

割当増資により増加する議決権数（58,723個）を加算した議決権総数108,292個を基に算出しておりま

す。

２．総株主等の議決権に対する割合は、小数点以下第３位を四捨五入しています。

 
（３）当該異動の理由及びその年月日

①　当該異動の理由

本第三者割当増資の払込手続きが完了したことにより、2026年５月21日付で割当先である株式会社麻生は当

社の親会社に該当することとなりました。

 
②　当該異動の年月日

2026年５月21日

 
２．主要株主の異動

（１）当該異動に係る主要株主の氏名又は名称

主要株主となるもの　株式会社麻生

 
（２）当該異動の前後における当該主要株主の所有議決権の数及びその総株主等の議決権に対する割合

 議決権の数 総株主等の議決権に対する割合

異動前 －個 －％

異動後 54,255個 50.10％
 

（注）１．総株主等の議決権に対する割合は、2025年９月30日現在の当社の総議決権数（49,569個）に、本第三者

割当増資により増加する議決権数（58,723個）を加算した議決権総数108,292個を基に算出しておりま

す。

２．総株主等の議決権に対する割合は、小数点以下第３位を四捨五入しています。
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（３）当該異動の年月日

2026年５月21日

 
（４）本報告書提出日現在の資本金の額及び発行済株式総数

資本金の額　　　　　　　　　　413,675,000円

発行済株式総数　　普通株式　　　10,974,300株

　　　　　　　　　第１回優先株式　　2,000,000株（注）

（注）当社が2026年３月25日に公表した「完全子会社（株式会社FCP18）の吸収合併に関するお知らせ」に記載

のとおり、当社は、同日付の当社取締役会において、第１回優先株式の全てを保有する株式会社FCP18を

吸収合併することを決議しており、当該議案は2026年５月20日開催の当社臨時株主総会において承認を

得ています。第１回優先株式は、2026年７月８日付で、当社により消却される予定です。

 
以　上
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